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「山梨県立都留高等学校」自動販売機の設置を目的とした行政財産の貸付契約に係る一般競争入札公告 

 

自動販売機の設置を目的とした行政財産の貸付契約に係る一般競争入札を次のとおり実施します。 

 

令和５年１２月１日 

山梨県立都留高等学校 校長 荻野 智夫 

 

１ 一般競争入札に付する事項 

(1) 貸付物件 

次の貸付物件ごとに入札に付します。 

施 設 名：山梨県立都留高等学校 

所 在 地：大月市大月二丁目１１－２０ 

貸付物 

件番号 
貸付場所 貸付面積 設置台数 販売品目 

１ 

南館南側 

保健室隣軒下の土

地 

3.5㎡ 

(幅3.5ｍ×奥行1ｍ) 
２台 

清涼飲料等 

(缶、ペットボトル容

器) 

２ 

南館－中館 

昇降口北側(奥)の

建物内 

1.75㎡ 

(幅1.75ｍ×奥行1ｍ) 
１台 

清涼飲料等 

(缶、ペットボトル容

器) 

３ 

南館－中館 

昇降口北側（手前

）の建物内 

2.1㎡ 

(幅2.1ｍ×奥行1ｍ) 
２台 

乳製飲料等 

(紙パック容器) 

 ※貸付面積には、自動販売機のほか回収ボックス等の面積を含みます。 

(2) 貸付期間 

令和６年４月１日から令和９年３月３１日まで(貸付期間の更新はありません。） 

(3) 用途 

自動販売機(飲料)の設置・運営に限ります。 

 

２ 入札参加資格 

次の要件をすべて満たす法人又は個人に限り入札に参加することができます。 

① 地方自治法施行令（昭和22年政令第16号）第167条の４第1項に規定する一般競争入札に参加さ

せることができない者又は同条第2項各号に掲げる者のいずれにも該当しない個人又は法人であるこ

と。 

② 自動販売機の設置業務において、自ら管理・運営する３年以上の実績を有し、かつ現時点において

も行っている者であること。 

③ 暴力団員による不当な行為の防止等に関する法律（平成3年法律第77号）第2条第6号に規定する

暴力団員（以下「暴力団員」という。）又は法人であってその役員が暴力団員でないこと。 

④ 法人にあっては山梨県内に本店、支店又は営業所を有し、個人にあっては山梨県内に事業所等を設

けて事業を営んでいること｡ 

⑤ 山梨県税を滞納していないこと。 

⑥ 物品等に係る競争入札に参加する者に必要な資格（令和3年3月 8日山梨県告示第67号）に規定す

る物品等競争入札参加資格者名簿に登載されている者であること。 

⑦ この公告の日から開札までに山梨県から指名停止措置を受けている日が含まれている者でないこ

と。 

 

３ 募集要項の配布場所及び配布期間 

(1) 配布場所 

山梨県立都留高等学校(大月市大月二丁目１１－２０) 
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(2) 配布期間 

令和５年１２月１日から令和６年１月２６日までの日（山梨県の休日を定める条例（平成元年 3

月27日山梨県条例第6号）第１条に規定する休日を除く。）の午前９時から正午まで、及び午後１

時から午後５時まで 

 

４ 現地説明会 

(1) 集合場所 

山梨県立都留高等学校北館１階小会議室 

(2) 日時 

令和５年１２月２５日(月) 午後２時００分 

 

５ 入札参加申込み 

この入札に参加を希望する者は、募集要項に示す「一般競争入札参加申込書」ほか提出書類を下記の

申込場所まで持参又は郵送してください。 

(1) 申込期間 

令和６年１月１２日(金)から令和６年１月２６日(金)までの日（山梨県の休日を定める条例（平

成元年3月27日山梨県条例第6号）第１条に規定する休日を除く。）の午前９時から正午まで、及

び午後１時から午後５時まで（郵送の場合は令和６年１月１２日(金)から令和６年１月２６日(金)

までの消印有効） 

(2) 申込場所 

山梨県立都留高等学校(大月市大月二丁目１１－２０) 

 

６ 入札 

(1) 入札及び開札の日時及び場所 

日 時：令和６年２月１６日(金) 午前１０時 

場 所：山梨県立都留高等学校北館１階小会議室 

(2) 無効な入札 

・ 入札に参加する資格のない者がした入札 

・ 入札に関して不正の行為があった入札 

・ 入札書の金額、氏名、印鑑又は重要な文字の誤脱によって必要事項を確認し難い入札 

・ 同一の入札について、二以上の意思表示をした入札 

・ １物件につき、１人で他人の代理人も兼ねて参加した者の入札又は１人で２以上の代理をした者

の入札 

・ 入札書の入札数字を訂正した入札 

・ 担当職員の指示に従わない者がした入札 

・ 「入札公告」及び「募集要項」に違反する入札 

 

７ 落札者の決定 

・ 県が定める予定価格以上で、最高の金額をもって有効な入札を行った者を落札者とします。 

ただし、販売種類の多様化を確保し、複数の事業者への貸付けを推進するため、貸付物件番号１

及び２については、同一事業者による複数設置を制限する方式とします。ついては、貸付物件番号

１を落札順位１とし、貸付物件番号２を落札順位２として落札順位を定め、その順に開札を行い、

落札順位１で落札者（又は採用者）として決定した者（以下「上位落札者等」という。）が提出し

た落札順位２の入札書は無効とします。なお、落札順位２において他に有効な入札書の提出がない

場合又は予定価格以上の有効な入札書がない場合は、上位落札者等の入札書は無効とせず有効とし

ます。 

・ 落札者となるべき者が２者以上あるときは、「くじ」により落札者を決定します。 
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８ その他 

(1) 入札保証金 

免除 

(2) 契約保証金 

免除 

ただし、契約金額が 50 万円以上の場合は契約金額の 100 分の 10（1 円未満切上げ）の契約保証  

金の納付が必要となります。 

(3) 契約書作成の要否 

    要 

(4) その他 

詳細は、募集要項によります。 


